
専門用語会議で質問を促すロボットのプロトタイプ開発
〜「共生型介入」による心理的安全性の向上〜
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１ 背景・問題：「分からない」と言えない会議

専門用語が飛び交う会議では、参加者が「分からない」と感じても発言できな

い発話抑制（conversational inhibition）が頻繁に生じます。日本語日常

会話コーパス（CEJC）の分析から主な原因として①専門用語の理解不足、②

発話の封じ込め、③上下関係の存在、④発言不採用経験の4点が確認されまし

た。この問題は個人の性格ではなく、場の構造（参与構造）に起因する現象です。

２ アプローチ：「共生型介入」による陪席ロボット

既存の対話型ロボット・AIは「話しかける・答える」能動的介入を前提とし、参

加者に対話疲れや心理的負荷を与える課題がありました。本研究が提案する

「共生型介入」は、直接的な対話を強要せずロボットが周縁的な参与者として

場に存在し、非侵襲的に心理状態へ作用するアプローチです。心理的安全性

（Edmondson 2018）とWillingness to Communicate（WTC）モデル

（MacIntyre 2009）に基づき設計。

３ システム設計：親子カップ型ロボットCafemo & Latemo

「子ロボット（Latemo）」が専門用語に反応して首を傾げ疑問を表出し、「親ロ

ボット（Cafemo）」が仲介役として参加者に橋渡しする二層構造を採用。外観

には卓上に自然に存在するコップ型を採用し会議に溶け込む「陪席性」を実現。

Whisper API・ChatGPT・OpenAI TTSによるクラウドAIとココロキット

プラス・Bluetoothによるローカル制御のハイブリッド構成。継続的な微動

（ゆらぎ・うなずき）・首傾げ動作はサーボモータで実現。触覚フィードバックで

存在感を創出。

４ 実験・評価：介入タイミングの重要性

予備実験では子エージェントが全専門用語に反応すると介入過多となりユー

ザーの思考・会話を阻害する可能性が示唆されました。評価指標：心理指標（心

理的安全性・孤独感）、行動指標（専門用語説明回数・言い換え回数・沈黙量）、

生理指標（ストレス指標）。

５ 展開・連携：「場をデザインするインフラ」へ

【企業様】会議活性化・心理的安全性向上に関心のある企業との共同研究・実証実験を歓迎。会議室への試験的導入から開始できます。

【自治体様】孤独・孤立対策や公共空間（図書館・市役所等）での居心地の良い場づくりの実証実験などの連携ができます。

【福祉・医療機関様】介護・育児現場でのコミュニケーション支援ロボットの効果検証について連携を希望いたします。

問い合わせ先：ohshima@asu.ac.jp
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〇〇って
どういう意味？

それはね、こういう意味だよ

非対称2体エージェントを用いた雑談生成
ロボットの陪席的介入による心理安全性向上

（なるほど、〇〇の意味がわかったので、
私も発言できそう）

フィラー・非言語動作の表出：

専門用語に反応して首を左右に振る

（「理解に苦しんでいる」状態の表現）

軽くうなずくことで「聞いている」ことを示す

ユーザーの思考や

会話を阻害しない適度な介入

子の疑問を端的に受け止め、参加者に助けを求

める仲介的存在

視線動作によるターン管理：

（子→ユーザー→子の3ステップ）

「無知であれ！」という設計思想 ー 分からないことを表明するロボットの存在が人間の発話抑制を軽減する

ロボットの外観には、卓上に自然に存在する

「コップ型」を採用しました。日用品形状を

採用することで、会議の場に違和感なく溶け

込む「陪席性」を強調しています。

3Dプリンタ制作 親子カップ型ロボット

触覚的接触を通じたストレス軽減効果
上部の柔軟弾性素材への押下にロボットが反

応

日用品として卓上に存在する
愛着形成ロボット設計

ゆらゆら

キョロキョロ

クラウドAI

音声認識・思考・音声合成

Whisper API（専門用語検出）

ChatGPT（さりげない独り言・疑問生成）

OpenAI TTS（音声特性の差別化）

ローカル制御

物理制御・通信

Cocorokit Plus（マイコン）

Bluetooth接続

身体動作
サーボモータ

フィラー・非言語動作による存在感の創出

継続的な微動（ゆらぎ・うなずき）、首傾げ動作

Cafemo: 落ち着いた包容力のある
親
ブラックコーヒーの深みと力強さ
を持つ親エージェント。ユーザー
の感情に寄り添い、共感的な応答
で心理的安全性の土台を形成する
。ピンクの蝶ネクタイがトレード
マーク。

Latemo: 明るく好奇心旺盛な子
カフェラテのような柔らかさと明
るさを持つ子エージェント。素朴
な相槌や問いかけでCafemoの応答
に奥行きを加え、ユーザーの主体
的な発話を引き出す。カップに付
いた青い幼稚園の名札がトレード
マーク。

予備実験の様子（正面） 予備実験の様子（側面）

社会的交流場面での利用検討

ロボットの「周縁的発話」が共通の話

題となり、心理的安全性を高め、初対

面時の積極的な発言を誘発…？
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